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第１章　はじめに

１　教育委員会の事務に関する点検・評価について

２　点検・評価の対象事業

３　評価の方法

　 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正により、教育委員会は毎
年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その
結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに公表することとされました。また、点
検及び評価を行うにあたっては、教育に関し学識経験を有する方の知見の活用を図るもの
となっています。
　 本報告書は、点検及び評価にあたり、平成22年度に策定した「阿波市第１次教育振興
計画」の目標及び基本方針を反映したものになるよう作成しました。

　 平成26年度の教育委員会会議の開催状況や教育委員会の所掌に係る事務事業につ
いて、点検を行いました。評価については、「阿波市第１次教育振興計画」で策定した「5年
間の主要事業」全124事業を対象事業としました。

 　「阿波市第１次教育振興計画」で策定した「5年間の主要事業」について、事業ごとに評
価シートを作成し、次のような観点に基づき評価を行いました。

 　なお、今回の点検及び評価にあたり、学識経験者の知見の活用として、吉本憲二氏、大村
勝子氏に所見をいただきました。

　　①事業の評価（4項目・4段階）

　　②総合評価（4段階）

　　③事業の方向性（5段階）

・必要性　　 ：市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。
・有効性　　 ：施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。
・経済･効率性：事務効率化・コスト縮減しているか。
・目標達成度 ：計画どおりに目標を達成できたか。

Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている。
Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている。
Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い。
Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、抜本的な見直しが必要。

・さらに重点化する。
・現状のまま継続する。
・見直しのうえ継続する。
・事業の縮小を検討する。
・休止・廃止を検討する。



第２章　平成２６年度教育委員会活動報告

１　教育委員会の組織 　

氏　　名

安田　佳子

重清　由充

大塚　清

大戸井　美生

森　　勝正

坂東　英司

２　教育委員会会議開催状況

開　　催　　日 議　案 協議事項 承認事項 報告事項 計

第１回臨時会 平成26年4月16日 2 2

第１回定例会 平成26年4月24日 3 1 4 2 10

第２回臨時会 平成26年5月8日 2 2

第２回定例会 平成26年5月29日 3 2 2 7

第３回定例会 平成26年7月1日 3 1 2 6

第４回定例会 平成26年7月31日 2 1 2 5

第５回定例会 平成26年8月28日 1 1 2 2 6

第６回定例会 平成26年9月25日 2 1 2 5

第３回臨時会 平成26年10月30日 1 1 2

第７回定例会 平成26年11月4日 1 1 1 2 5

第８回定例会 平成26年12月4日 1 2 2 5

第９回定例会 平成26年12月25日 1 1 2 4

第４回臨時会 平成27年1月9日 2 2

第５回臨時会 平成27年1月23日 2 2

第１０回定例会 平成27年1月29日 2 1 2 5

第１１回定例会 平成27年2月26日 9 4 2 15

教育委員 　　H26.7.1委員就任

教育長

教育委員長職務代理者

教育委員

教育委員

平成２７年３月３１日現在の役職 異動状況

教育委員長



開　　催　　日 議　案 協議事項 承認事項 報告事項 計

第６回臨時会 平成27年3月10日 1 1 2

第１２回定例会 平成27年3月26日 7 1 2 10

計 36 3 22 34 95

３　その他の活動

（１）委員研修会等への参加

①県・市町村教育委員会教育行政連絡協議会

主　催　徳島県教育委員会　

開催日　平成26年4月3日

場　所　県立総合教育センター

内　容　・平成26年度教育重点施策説明

　　　　・県教委各課等施策説明　等

②第62回定期総会並びに研修大会

主　催　徳島県市町村教育委員会連合会

　　　　徳島県市町村教育長会　

開催日　平成26年4月23日

場　所　徳島市役所

内　容　・教育功労表彰

　　　　・研修講演会　等

③県・市町村教育委員会教育委員等研修会

主　催　徳島県教育委員会　

開催日　平成26年11月6日

場　所　県立総合教育センター

内　容　・県内市町村事例発表

　　　　・研修講演会　等

（２）学校訪問

開催日　平成26年5月29日～7月2日

場　所　市内全幼稚園・小学校・中学校

内　容　・授業、施設の視察

　　　　・学校長等との意見交換会　等

（３）学校教育賞表彰

内　容　優れた成績をあげた阿波市内の幼児・児童・生徒を表彰

　　　　個人表彰：61人　団体表彰：9団体



第３章　教育委員会の所掌に係る事務事業報告

１　教育総務課

　（１）教育施設事業

　ア　平成25年度　繰越明許事業

◎小学校施設整備事業

・一条小学校教室棟トイレ改修工事（27,266千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

改修工事　：　　25,239千円　　　監理業務　：　　845千円

設計業務　：　 　1,182千円

・吉野中学校教室棟トイレ改修その他工事（第２工区）（56,658千円）

改修工事　：　　53,784千円　　　監理業務　：　1,000千円

設計業務　：　 　1,874千円

・土成中学校トイレ改修工事（51,018千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

改修工事　：　　47,314千円　　　監理業務　：　1,080千円

設計業務　：　 　2,624千円

　イ　平成26年度　現年度事業

◎市単独事業　　　　　

・阿波中学校技術室移転その他工事（21,870千円）　　　　　　　　

移転工事　　　：　　21,060千円　　　監理業務　：　810千円

・阿波中学校技術室周辺整備工事（15,476千円）

周辺整備工事　：　　15,476千円

　（２）給食センター新築事業

　ア　平成25年度　繰越明許事業

・阿波市学校給食センター屋外付帯工事のうち外構工事（54,615千円）

外構工事　　：　　　54,615千円

・阿波市学校給食センター屋外付帯工事のうち車庫棟工事（第３工区）

（15,649千円）

車庫棟工事　：　　　15,649千円

　イ　平成26年度　現年度事業

・阿波市学校給食センター建設工事【平成25・26年度事業】（1,348,174千円）　　　　　　　　　　　　

建設工事　　：　　1,335,218千円　　　監理業務　：　12,956千円　　　　

・阿波市学校給食センター屋外付帯工事のうちアスファルト舗装工事

（16,167千円）

舗装工事　　：　　　16,167千円

（　　　）内は事業費



２　学校教育課

（１）外国青年招致事業（20,017千円）

（２）奨学金貸与事業（3,753千円）

（３）小学校英語活動事業（13,621千円）

（４）適応指導事業（3,050千円）

（５）地産地消の推進　（０千円）　

３　学校給食センター

　　　給食の時間校内放送用原稿の作成、給食だよりの発行

　（３）　26年度　食育活動

 　　　　　　　　　 阿波市学校給食センター　　　　　212,289食

　 不登校やひきこもり等の学校に行きにくい児童生徒に対して、情緒の安定、
基本的生活習慣の改善、集団生活への適応、基礎学力の補充等を行い、学校への
復帰を目指すとともに、社会的に自立する力を養う。26年度は、6名の児童生徒
とハイスクールからの3名が通級した。

　　　　　内訳　　市場学校給食センター　　    　 　13,765千円

　　　　　　　　　　阿波学校給食センター  　　  　   16,048千円

　　　　　　　　　　阿波市学校給食センター　　  　　53,867千円

　 外国語指導助手(ALT）4人を市内の各中学校に配置し、授業の補助、教師の補
助教材の作成、小学校の英語活動の推進、地域住民の英語講座の指導等を行い、
国際理解教育の推進を図っている。

　 教育の機会均等に資することを目的に、学校教育法に基づく高等学校、特別
支援学校高等部、高等専門学校及び大学に在学し、経済的な理由のため修学が困
難な方を対象に奨学金を貸与している。25年度は64名に交付。26年度は21名に貸
与。

　 英語活動を通じて、外国の言語や文化に慣れ親しみ、聞くことや話すことな
どで、実践的なコミュニケーション能力の基礎を養うことを目的に、市内の全小
学校で1年生から6年生まで、学校の実態に応じた英語活動を実施している。

　（２）　26年度　給食費　　（83,680千円）　　（1食当たり 小学校247円，中学校268円）

　 学校給食において、安全・安心で新鮮な地場農産物を積極的に利用し、「地産地消」
を推進するための計画を策定した。現在もJA・農業振興課・給食センター・学校教育課
で「地産地消」推進に向けて協議している。

　 学校給食衛生管理基準に基づき、安全・安心でおいしい給食を児童生徒に提供するとと
もに、食育への取組を推進している。

給食センター管理費　（160,551千円）

　（１）　26年度　給食配食数　　（329,676食）

　　　　　内訳　　市場学校給食センター　　　　 　  　54,181食

 　　　　　　　　　 阿波学校給食センター　　　　　   　63,206食



４　社会教育課

（１）阿波スポーツ育成事業

　①阿波市ジュニア駅伝（170千円）

　　平成26年12月7日実施　　参加：男子16チーム・女子5チーム　　計191名

　②阿波シティマラソン（10，536千円）

　　参加者：1,040名

　③徳島駅伝（4,100千円）

　　徳島駅伝阿波市候補選手練習会を9月より週2回実施し、徳島駅伝に参加している。

　④総合型地域スポーツクラブ活動補助事業（900千円）

　⑤チャレンジデー（890千円）

（２）学力向上支援事業（978千円）

　　学力向上支援事業を３か所で実施している。参加者：延べ1,255名

（３）文化振興事業

　①文化振興事業（1,620千円）

　　文化振興のため、阿波市文化協会等に助成を行っている。

　②生涯学習事業（各種講座等）（1,800千円）

　　各種講座等を開催している。　開催日数：130日　参加者：延べ3,312名

　③市内図書館４館指定管理契約更新(年間)（84,802千円）

（４）社会教育関係事業（1,943千円）

　①成人式　　　　　　　　平成27年1月2日開催　　　　　参加者：406名

　②ALTによる英会話教室 　開催数：160回　　 　　　　　参加者：延べ2,769名

　③親子映画会　　　　　　平成26年8月2日開催　　　    参加者：226名（児童数）

　④親子ふれあい木工教室  平成26年7月26日,2７日開催   参加者：133名（児童数）

（５）人権教育活動事業（7,266千円）

　①人権教育啓発のための各種研究大会・研修会 　 開催数：7回　　参加者：118人

　②人権啓発を進めるための事業

　　◎人権ふれあいフェスティバル　 参加者：500人　

　　◎心のリフォーム学級　4地区　　開催数：16回　　参加者：379人　　

　　◎講演会　　　　　　　 　　　  開催数：2回　 　参加者：676人　

　スポーツクラブへの助成。地域コミュニティの核として、スポーツ及び文化的
活動を通じて、地域住民の健康づくり・地域社会の活性化・青少年の健全育成の
ため、各種スポーツ教室を開催している。

　　平成26年5月28日実施　スポーツ運動をして、対戦相手と参加の率を競う。
　　　阿波市（人口40,170人）　　 　 参加：22,794人  56.7％　金メダル
　　  常陸太田市（人口53,474人）　　参加：27,765人　51.9％

　　平成27年3月1日実施　ゲストランナー：ワコール女子陸上競技部福士加代子ほか　　



（６）文化財保護事業

　　文化財維持管理事業（2,535千円）

　　◎市指定史跡維持管理事業（土成丸山古墳・北岡東古墳・秋月歴史公園等）

　　◎御所神社・案内神社獅子舞補助事業

（７）青少年健全育成事業（1,300千円）

　　◎青少年健全育成講演会　開催数：1回　　参加者：280名　
　　　

　　◎工場見学・美術館鑑賞　開催数：1回　　参加者：40名
　　　

（８）社会教育施設整備事業

　　◎吉野スポーツセンター改修工事に伴う設計監理業務　業務委託料：1,639千円　　　

　　◎吉野スポーツセンター改修工事　　　　　　　　　　工　事　費：19,268千円　　　

５　公民館

（１）阿波女性セミナー（193千円）

久勝・伊沢・林公民館：8回 延べ156名参加　「色でしあわせに」ほか

（２）地域ふれあい体験事業（214千円）

久勝・伊沢・林公民館：11回 延べ298名参加

親子ふれあい田植え・稲刈り体験、わら細工、竹細工、ガーデニングほか

（３）高齢者教室（147千円）

久勝・伊沢・林公民館：31回 延べ552名参加

現地研修、お誕生会、幼稚園ふれあい会、三代ふれあいクリスマス会、手芸、

川柳ほか  

（４）老人クラブ活動事業（32千円）

八幡公民館：24回 580名　市場公民館：13回 240名　大俣公民館：24回 290名

ゲートボール、グラウンドゴルフ、健康教室、交通安全講習会ほか　

（５）婦人会活動事業（20千円）

八幡公民館：14回  128 名　大俣公民館：24回  288名

生け花、茶道、健康教室、料理教室、ボランティア活動、研修会ほか

（６）その他公民館事業（409千円）

①八幡公民館　　　３世代ふれあい交流会　1回   50名参加

　　　　　　　　　成人講座　　　 　　　 6回　 延べ68名参加

②市場公民館　　　ガーデニングﾞ教室　　 3回　 延べ54名参加

③大俣公民館　　　自然観察会　 　　　 　6回 　延べ153名参加

④吉野中央公民館　紙芝居・お菓子づくり　12回　300名参加

（７）各種団体の育成　（利用団体　97団体）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

舞踊、生け花、茶道、手芸、水彩画、詩吟、大正琴、ちぎり絵、グラウンド

ゴルフほか



（８）勤労青少年ホーム教室・クラブ活動事業（457千円）

生け花、茶道、バドミントン、硬式テニス、卓球、フットサル等ほか　

　  延べ1,850名参加


